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［１］“Die Nation als Rechtsidee und die Internationale.” In Kommission bei der Wiener Volksbuchhandlung Ignaz Brand und
Komp.このながらく絶版であった文書は，要約してこの章に転用されている。
［２］“Deutschland und der nächste Krieg”, Seite 20.
［３］ここでは方法上の理由から，さしあたり国際連盟の設立については度外視する。それについては後ほど議論する。





［７］”Marxismus, Krieg und Internationale, 2. Auflage, Seite 261.
［８］同，第９節 “Möglichkeit und Bürgschaften dauernden Friedens”，第 10節 “Wiederherstellung des Völkerrechts. Sein Ausbau
zur Organisation der Welt”，特に第１０節第５項目 “Wissenschaftlicher Internationalismus und Weltorganizaiton”。社会民主
主義的な党的批判は明らかにその時さし迫った時事問題によって時間をとられ，そのことについてはほとんど問題に
していない。科学的な研究というものは，時期はずれの預言のように思われた。
［９］特に第６節“Imperialismus und Internationale, Die Einheit der Ökumene”。




を譲った。それについては，“Notrecht der Staatsgewalt und die Demokratie”, Zeitschrift für soziales Recht, 1. Heft 1933. を
見よ。階級の法化の進捗の過程は，まだあまり研究されていないし，関連づけて叙述されることはまだまったくな
い。
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